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区

政

へ

の

要

望

「
高
齢

者

福祉

」
が
1
7
年
連

続ト
ッ

プ

第
2
8

回

足

立

区

政

に

関

す

る

世

論

調

査

区
で
は
、区
民
を
対
象
と
し
た
世
論
調
査
を
昭
和
4
7年
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。今
回
の
調
査
の
結
果
、「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
、
減

ら
し
た
い
」「
も
の
ご
と
の
決
定
は
す
べ
て
夫
蝪
で
相
談
す
る
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
意
向
あ
り
」な
ど
の
回
答
が
杓
半
数
に

違
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
政
へ
の
<
満
足
層
》
は
《
不
満
層
》
を

上
回
り
、「
地
域
に
愛
着
を
感
じ
る
」も
5
人
に
4
人
以
上
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、区
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
賀
料
と

し
て
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

こ
の
第
2
8回
世
論
調
査
の
「
あ
ら
ま
し
」は
、区
政
情
報
室
で

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、く
わ
し
い
集
計
結
果
を
掲
載
し

た
「
報
告
書
」
は
、
区
敢
情
報
室
、区
内
各
図
書
館
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た

ば

こ

健
康
と
喫
煙
に
対
す
る
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
中
、
Kで
は
。「
足
立区

た
ば
こ
対
策
行
助
計
画
」を
策
定
し
て

具
体
的
な
喫
煙
対
策
を
行
う
た
め
、皆

さ
ん
の
「た
ば
こ
」に
関
す
る
実
態
や

考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

□
た
ば
こ
を
「
吸
う
」
人
は
4
割

日
ご
ろ
、た
ば
こ
を
「吸
う
」入
は
4
0

・
0
%
、こ
れ
に
「
今
は
や
め
た
」

人
8・
5
%奮
讀わ
せ
た
嵶
煙
経
験

あ
夕
は
4
8・5
%
と
な
っ
て
い
ま
す
(
M
I
)

。

□
約
半
数
の
人
が
減
量
意
向
あ
り

た
ば
こ
を
「
吸
う
」
人
(
朗
人
)
の

う
ち
、
4
8
.
3
%
の
人
が
や
め
た
い
、

減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
(閃
2
)

。そ
の
理
由
は
。「
自
分
の
健
康
に

悪
い
か
ら
」が
8
3・I
%と
際
立
っ
て

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図1　喫煙の有無図2　喫煙の減量意向

男

女

共

同

参

画

1
1
年
6
月
施
行
の
「
男
女
社
「
同
参
両

社
会
基
本
法
」
を
受
け
、
区
で
も
よ
り
一
層

充
実
し
た
m″女
平
等
行
政
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

□
「
男
女
の
区
別
を
し
な
い
で
し
つ
け

る
」が約
半
数

家
庭
で
f
ど
も
を
し
つ
け
る
場
合
、

可
女
を
K
別
し
な
い
で
し
つ
け
る
べ

き
で
あ
る
」
が
最
も
多
く
、
5
1
.
6
%

と
な
り
ま
し
た
(図
3
)。

□
も
の
ご
と
の
決
定
・
・
、
「
す
べ
て
夫
婦

で
相
談
す
る
」人
が
約
半
数

家
庭
内
で
の
も
の
ご
と
の
決
定
は
だ

れ
が
す
べ
き
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
日

常
的
な
こ
と
も
、
特
別
な
こ
と
も
両
方

と
も
相
談
し
て
決
め
る
」
が
4
6
7
%

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
(
図
4
)
。

□
高
齢
者
の
世
話
(
介
護
)
は
「
夫
と
鏖

が
同
じ
程
度
に
分
担
」が
半
数
以
上

家
庭
内
の
日
常
的
な
仕
事
の
分
担で

は
、ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て
「
枩

が
分
担
」が
多
い
中
で
、高
齢
者
の
殴

話
(介
護
)は
「同
じ
程
度
に
分
損
」

が
5
3。
0
%と
多
く
特
徴
的
で
し
た
。

図3　男女を区別したしつけ図4　家庭内での決定権

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

区
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
。卜
に
よ
り
K

民
の
皆
さ
ん
に
迅
速
な
情
報
を
捉
供

す
る
た
め
、「足
立
Kホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
本
格
稼
助
に
向
け
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

□
パ
ソ
コ
ン
は
3
人
に
I
人
に

ふ
だ
ん
使
川
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ

る
人
は
、
3
1・3
%と
な
り
、
3年
前

の
調
査
よ
り
約
1
0ポイ
ン
ト
増
え
ま
し

た
(図
5
)。

□
約
半
数
の
人
が
利
用
意
向
あ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
。卜
の
利
用
意
向
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
個
人
で
利
用
し
て
い

る
」
1
0・9
%と
「職
場
や
学
校
で
利

用
して
い
る
」
6・
6
%
を
合
わ
せ
た

荊
川
あ
り
"は
1
7・5
%
。ま
た
、

こ
れ
に
「
今
後
利
用
し
た
い
」
3
0
9
%

を
合
わ
せ
た
祠
川
意
向
あ
や

は
、
4
8・　
T
%とな
っ
て
い
ま
す
。

図5　使用できるパソコン

定

住

性

□
6
人
に
5
人
が
定
住
意
向

足
立
区
に
今
後
か
住
む
か
ど
う
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「引
き
続
き
住
む
つ

も
り
」
7
3・5
%と
冢
愉
さ
え
許
せ

ば
住
み
た
い
」
8・
7
%と
を
食
わせ
、
6

入
に
5人
が定
住
意
向
を
持
っ
て
い

ま
す
(
M
6
)、

□
愛
着
を
持
つ
人
は
5
人
に
4
人
以
上

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、「
愛
着
を
感
じ
る
」
5
7・2
%
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ
る
」
2
6

・
5
%
と
、
8削
を
超
え
る
人
が
1

酋
を
感
じ
戸
と
答
え
て
お
り
図
7
)、

定
住
意
向
も
愛
着
度
も
居
住
年
数
が
長

く
な
る
ほ
ど
高
く
なっ
て
い
ま
す
。

図6　定佳・移転意向

図7　地域への愛着

区

政

へ

の
要

望

□
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」
が
3
年

ぶ
り
に
第
3位へ

区
政
へ
の
要
望
は
、哦
蹙
項
目
と
し

て
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。第
1位
は

今
年
も
「
高
船
者
福
祉
」や
4
%
で
、
1
7

年
連
統
と
な
っ
て
お
り
、
2位
の

「
保
健
医
療
の
充
実
」ワ
2
%
に
大

き
な
差
を
つ
け
て
い
ま
す
(図
8
)。

□
区
政
へ
の
<
満
足
!
が
約
4
7
%
　

区
政
に
対
す
る
「満
足
」
4・
6
%

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
」
4
2・O
%

を
合
わ
せ
た
《
満
足
層
》は
4
6・

6
%
で
し
た
。
一
方
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
ぇ
ば
不
満
J
F
8
%
と
「
不
満
」
m

一
・
〇
%
を
合
わ
せ
た
<
不
満
層
>
は
4
2
.

8
%と
なっ
て
い
ま
す
。

▽
鯛
食
方
法・
:無
作
為
抽
出
に
よ
り
区

内
在
住
の
2
0歳以
L
8
0歳未
満
の
男
女

2
r人
を
ブ
ロ
。ク
別
に
選
び
、専
門

調
査
日
が
個
別
而
接
で
調
査

▽
調
査
期
間
1
1
年
9
月
1
0
日
～
2
6
日

▽
川
収
率
7
5
・
2
%

図8　施策への要望( 2つまで選択、上位)

12

年

度

予

算

が

成

立

し

ま

し

た

1
2年
度
各
会
計
p
算
お
よ
び
一
般
会
計
補
正
や
算
(
第
1
号
)

は
、
3
月
の
第
1
回
定
例
会
で
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
予
算
課
》

新

た

に

教

育

委

員

が
就

任

し

ま

し

た

教 育 委 員
( 12年3月30日就任)

亀井宗淳氏
( 伊興2- 18- 18)

お 問 い 合 わ せ は

広聴相談係へ　3880- 5111
㈹

今 号の主 な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/ま
ち
の
歴
史

ミ
ニ
事
典
/宿
泊
施
設
利
用
案
内

4
・
5
面
▽
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
y
く
ら
し
の
情
報
y

2・
2・
2住
宅
プ
ラ
ン
/ひ
ろ
ぱ

8
面
▽
▽
▽
国
保
・
保
険
料
改
定
/
あ
だ
ち
カ

レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス
3880- 5678

「区民の声」を

お待ちしています

世 帯 と 人口 ( 12年4 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 275, 867 人口: 636, 144 人 ( 男: 321, 903人、女314, 241人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

賢
く
使
お
う

介
護
保
険
講
演
会

「
速
報
!

介
護
保
険
と
苦
情
」

ス
タ
ー
ト
直
後
の
介
護
保
険
を
利
用

者
か
G
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
か
ら
検
証
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
チ
エ
。
ク
ポ
イ

ン
ト
を
考
え
て
み
ま
す
。

日
時
=
5

月
9
日
㈹
、
午
後
6
時
～
9
時

場

所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
苦

情
の
内
容
と
原
囚
分
析
・
課
題
(
報
告

者
は
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
所

畏
)
　
コ
メ
ン
テ
ー
夕
―
U
区
・
福
祉

部
長

定
員
=
9
人
(
先
着
順
)
　
費

用
=
無
料

申
込
0
電
話

申
・
問
先
=

基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

ま
た
は
在
宅
支
援
係

7
0歳
以
上
の
方
へ
交
付

☆
無
料
入
浴
券

☆
ゆ～
ゆ～
湯
入
浴
証

区
内
の
銭
湯
で
入
浴
で
き
る
無
料
人

浴
券
(
チ
ヶ
y
卜
1
0
枚
)
と
「
ゆ～
ゆ

～
湯
入
浴
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
対

象
=
4
月
1
日
現
在
、
区
内
在
住
で
、

引
き
続
き
区
内
に
在
住
の
'
。
歳
以
上

(
昭
和
5
年
4
月
2
日
以
前
生
ま
れ
)

の
方
。
※
た
だ
し
次
の
方
は
除
ぐ
…

高
齢
者
福
祉
手
当
の
受
給
者
/
特
別
擁

護
老
人
ホ
ー
ム
人
所
者
/
そ
の
他
、ね

た
き
り
等
で
銭
湯
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
内
容
=
マ
無
料
入
浴
券
の
交

付
(
1
0
枚
ご
:
区
か
ら
送
付
さ
れ
る
往

復
(
ガ
キ
の
返
信
に
よ
り
申
請
し
た
方

へ
、6
月
末
に
自
宅
に
郵
送
▽
「ゆ

～
ゆ
～
濁
入
浴
証
」の
交
付
・
:
往
復
(

ガ
キ
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。こ
の

「ゆ
1
ゆ
～
湯
入
浴
証
」は
浴
場
組
合

足
立
支
部
の
協
力
に
よ
り
。
毎
月
第
2

水
曜
日
に
区
内
の
銭
湯
で
利
用
で
き
ま

す
。

※
対
象
者
に
は
、4
月
末
に
区

か
ら
往
復
(
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す

申

・
問
先
=
在
宅
支
援
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
(
2
級
)

対
象
」①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
慟

く
意
志
が
あ
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て

い
る
方
②
区
民
ま
た
は
区
内
勤
務
の
方

申
込
L
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
餐
成
講
習

受
講
希
望
」
を
明
記

※
複
数
応
募
は

無
効
。
結
果
は
全
員
に
通
知

期
限
=
5

月
1
0日
必
着

場
・
申
先
=
表
1

問
先
L
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

表1　 ホームヘルパー養成講習( 2級)実施団体
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手

当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
2
月
～

4
月
分
を
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口
座

に
5
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。
各

金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
先
1
1障
害
給
付
係
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

高齢者在宅 サービ スセンタ ー・在宅介護支 援センタ ー

5 月の家族介護者教室のご案内

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
4
月
2
5日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は

、
私
た
ち
み
ん
な
の
願

い
で
す

。

住
区

健
康
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測

、
健
康
相
談
、
血

液
検
査
等
を
行
い
ま
す

。こ
の
機
会
に

、

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り

、
生
活
環
境

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
=
5

月
3
0
日
肉
、
受
付
・
:
午
後
1

時
3
0分
1
3

時
3
0
分

場
所
U

千
住
河
原
町
住

区
セ
ン
タ
ー

費
用
=

無
料

申
込
卜

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

千
住
河
原

町
住
区
セ
ン
タ
ー

(
3
8
7
0
)
7
2
2
9

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

5
月
5
日
は
し
よ
う
ぶ
湯

子
ど
も
と
高
齢
者
に

銭
湯
無
料
開
放

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
し
よ

う
ぶ
湯
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日
程
卜
5

月
5
日
㈲

場
所
卜
区
内
の
各
銭
湯

対
象
=
1
2歳
以
下
の
子
ど
も
と
6
5歳
以

上
の
高
齢
者

申
込
=
当
日
、
番
台
か

フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ

い
。
証
明
書
な
ど
は
不
要
で
す

問
先
=

衛
生
管
理
係

女
性
が
ん
検
診
・

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
女
性
が
ん
検
診

対
象
H
3
0歳
以
上
の
女
性
区
民

内
容
=

乳
が
ん
検
診
と
I
宮
が
ん
検
診

□
成
人
健
康
診
査

対
象
卜
4
0
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
区
民
(
4

月
1
日
～
翌
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
6
5
歳

と
な
る
方
を
含
む
)
内
容
=
血
液
、

尿
、必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の
検
査
な

ど
で
、心
臓
、肝
臓
、じ
ん
臓
の
病
気

や
糖
¥
病
、高
血
圧
、高
脂
血
症
な
ど

を
調
べ
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
1年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
な
お
、
過
去
1
年
以

内
に
、
区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種

の
検
診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診
名

を
明
記
。
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
卜
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
t
l

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

期
間
=
1
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
場
所
=

区
内
実
施
歯
科
医
院
対
象
=
4
0
歳
～

6
0
歳
の
区
民
※
節
目
健
診
に
お
け
る

圉
周
病
?
防
ク
リ
ニ
ヴ
ク
を
受
け
た
方

お
よ
び
現
在
幽
ぐ
き
が
腫
れ
て
い
る
な

ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除
く
内

容
亙
圉
周
病
等
の
圉
科
健
診
定
員
H

千
人
(
先
着
順
)

賢
用
=
無
料

申

込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、
年

齢
、
性
別

、
電
話
番
号
、i

周
病
健

診
希
望
」
を
明
記
。
後
日
、
受
診
票
と

案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

〒
闥
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

子
ど
も
の

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
=
5
月
9
日
㈹
、
午
後
1
時
～
3

時
3
0分

対
象
=
ア
レ
ル
ギ
ー
が
心
配

な
乳
幼
児
の
家
族

内
容
等
H

「
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
・
ア
ト
ピ
ー
つ

て
?
」/
「
住
ま
い
と
環
境
」:
小
田

嶋
安
甼
氏
(
昭
和
大
字
病
院
小
児
科
医

師
)
ほ
か

費
用
=
無
料

申
込
H
電

話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第13回

西
新
井

～
名
所
～

汪
尸
時
代
か
ら
西
新
井
大
師
は
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
川
崎
大

師
と
と
も
に
厄
除
け
の
両
大
師
と
呼
ん

だ
の
は
、
文
豪
・
田
山
花
袋
で
す
。
江

戸
・
東
京
の
名
所
と
し
て
西

新
井
は
名
を
広
め
、
多
く
の

人
を
誘
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
名
所
と
し
で

知
名
度
を
上
げ
る
た
め
地
元

の
人
々
の
努
力
が
あ
り
ま
し

た
。
下
の
写
真
は
東
京
市
と

周
辺
郡
部
が
併
合
し
て
大
東

京
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、

昭
和
7
年
(
1
9
3
2

年
)
9

月
に
報
知
新
聞
が
募
集
し

た
新
東
京
八
名
勝
に
西
新
井

大
師
が
当
選
し
た
と
き
の
記

念
写
臭
で
す
。

大
師
の
庭
に
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た

自
動
車
が
1
3台
も
並
び
、
こ
れ
か
ら
パ

レ
ー
ド
に
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
写
真
か
ら
は
、
当
選
に
む
け
て
運
勤

し
た
地
元
の
人
々
の
誇
り
と
熱
意
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
郷
土
博
物
館
》

▲ 当時の記念写真( 中田貫弘氏提供)

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
7
・
8
月
分
の
利
用
案
内

申
込
=

生
涯
学
習
振
興
公
社
の
夂
に施
設
(

「
わ
た
し
の
便
利
帳

」1
9ペ
ー
ジ
参
照
)

で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
5
0
円
)
に

、

必
要
収
項
を
記
入
し

、
郵
送
ま
た
は
持

参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
隕
り
ま
す
)

申
先
=
公
社
各
施
設

期
間
=
5

月
1

日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果
は
5
月
下

旬
に
郵
送
)

当
選
者
受
付
=
6

月
8

日
ま
で
に
公
社
各
施
設
で
利
用
予
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
明
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
7
・
8
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
散
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
6
月
9

日
)
か
ら
公
社
各
施
設
で
直
接
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

《
4
・
5
・
6
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

公
社
各
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し
込
み

は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● 各施設利用案内　7 ・8 月利用分

壺鹿沼野外レ クリエーションセンターの7 ・8 月分の申し込みハガキの受け付けはすでに終了しました。空き室の利用については。
ほかの宿泊施設と同様です
※ 利用申込は2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
※ 『那須・森の冢』へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください
※ 7月21日～8月31日の期周、湯河原・那須・伊豆高原は1グループで申し込めるのは3部屋までです
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健
康
カ
レ

ン
ダ
ー

5
月
の

予
定

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
暘
の
が
ん
健
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
従
来
の

X
線
撮
彰
と
、血
液
(
血
消
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
に
よ
る
検
査
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
ま
す
。ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
少
量

の
採
血
以
で
す
み
、妊
娠
中
も
し
く
は

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、バ
リ
ウ
ム

の
服
川
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診

で
き
ま
す
。日
程
=
表
3
対
象
卜

3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た

方
、胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
く
。

妊
娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み

可
内
容
=
①
X
線
撮
影
に
よ
る
胃

が
ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検

診
密
晨
検
査
に
よ
る
肖
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
寉
貫
=

5
5
～
叨
人
申
込
H
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
船
、
性
別
、
電
話
番
号
、

表
3
よ
り
胃
が
ん
検
診
名

⑦
X

線
撮

影
ま
た
墺
蕋
液
検
査
の
い
ず
れ
か
一

方
を
選
択
)
・
検
診
日
・
受
診
場
所
を

第
3
希
望
ま
で
明
記
。
後
日
、
受
診
票

と
案
内
を
送
付

期
限
=
受
診
希
望
月

の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の
送
付
は

前
月
末
・
U
(
6
月
を
希
望
す
る
場
合
、5

月
1
5日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
5

月
末
日
)
　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
受
診
日
が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、

受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問

先
H
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診

療
放
射
線

〒
3
・
0
0
1
1
中
央
本

町
1
1
5
1
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(

直
通
)

表3　 消化器がん検診日程

①X線撮影+検便

②血液検査+検便

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
募
集

親
子
で
で
き
る
避
び
や
子
育
て
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
を
み
ん
な
で
相
談
し

な
が
ら
運
営
し
ま
す
。最
近
引
つ
越
し

て
き
た
な
ど
で
友
達
が
い
な
い
方
。お

子
さ
ん
と
一
緒
に
仲
間
に
人
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。日
時
=
5
月
～
翌
年
2
月

の
毎
月
1
回
、
午
前
1
0時
3
0分
1
1
1時
3
0

分

対
象
=
管
内
在
住
の
親
子
(
満

1
歳
6
ヵ
月
か
ら
就
園
前
)

定
員
H
2
5

組
(
先
着
順
)

申
込
U
竃
話

申

・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ち
び
っ
こ
集
ま
れ

幼
児
教
室

お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
り
、育

兄
情
轍
の
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
c
日

時
卜
5
月
～
8
月
の
全
6
回
マ
ー
回

目
・
・
・
5
月
S
口
吻
、
午
前
1
0
時
廴
止
午

対
象
=
千
住
地
域
居
住
の
2
歳
‘
'
2
歳

6
ヵ
月
の
親
子
　
内
容
=
親
子
遊
び
、

学
習
会

※
メ
ン
バ
ー
で
企
両
や
運
営

も
し
ま
す

定
員
=
4
0
組
(

先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申

・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

<
こ
い
の
ぼ
り
>

▲ 荒川河川敷「虹の広場」▲ 都市農業公園

5 月の献血
皆さ んのご協力をお待 ちし ています

問先=都・東赤十字血液センター　5682- 2801
区・衛生管理係　3880- 5111( 代)

東
京
都
・
特
別
区
駐
車
場
整
備
基
金

お
よ
び
自
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

□
駐
車
場
整
備

融
資
対
象
0
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
駐
中
場
・
・
・
駐
巾
場
に
供
す
る
面
禎

が
顛
・
県
T
ま
た
は
駐
申
台
数
が
`
一
台

以
L
/
來
店
古
・
杜
員
専
川
等
、
利
川

″
‥
を
特
定
す
る
専
用
駐
嗔
場
で
は
な

い
/

建
設
着
工

前
で
あ
る
/

機
械
式

は

、
建
設
人
匹
に
の
認
定
を
受
け
て

い
る

融
資
内
容
卜
▽
新
設
ま
た
は
建
て
替
え
=

・
解
体
費
・
用
地
取
得
曹

。消
費
税
を

除
く
建
設
費
用

マ
現
在
あ
る
月
ぎ
め

駐
嗔
場
を
改
造
し
て
時
間
貸
し
す
る
た

め
の
改
造
・
建
設
費
用

融
資
限
度
額
=
1

台
あ
た
り
沺
万
円
(

地
下
式
は
l
f

沺
万
円
)

ま
で

利
率
等
H

年
利
跖
%

固
定
(
1
1
年
度
現
在
)
。
償
還
期
間
1
5

年
以
内

利
子
の
補
給
n
融
資
対
象

台
数
の
5

分
の
3
以
L

ま
た
は
3
0
台
以
L

を
時
間
貸
し
す
る
場
合
に
限
る
(

補

給
率
年
利
1
.
0
%、
5

年
間
)
。
た
だ
し

、

平
面
式
駐
市
場
の
建
設
は
除
く

□
自
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)
整
備

融
資
対
象
=

駐
輪
場
(

原
動
機
付
自
転

車
含
む
)
の
収
容
台
歓
が
5
0
台
以
上
で

、

新
設
、
増
設
ま
た
は
建
て
替
え
工
事
着

工
前
で
あ
る
こ
と
(
附
置
義
務
駐
輪
場

も
対
象
)

融
資
内
容
H
解
体
費
・
用

地
取
得
費
・
消
費
税
を
除
ぐ
建
設
費
用

融
資
限
度
額
=
1
台
あ
た
息
'一万
円
ま

で

利
串
等
=
年
利
5
%
閥
定
(
1
1年

俟
現
在
)
。
償
還
明
間
1
5年
以
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
者
卜
次
の
す
べ
て
の
嬰
件
に
該
肖

す
る
方
・
:
2
3区
内
に
駐
嗔
瑚
建
設
敷
地

の
権
利
を
有
し
て
い
る
(
法
人
・
個
人

を
問
わ
な
い
)
/
金
融
機
関
の
求
め
る

担
保
を
提
供
で
き
る
/
確
実
な
返
済
能

力
を
有
し
て
い
る

申
・
問
先
=
交
通

安
全
対
策
課
調
整
担
肖

自転車放置禁止区域
綾瀬駅周辺

自
転
車
は
環
境
に
や
さ
し
く
、
便
利

な
乗
り
物
と
し
て
多
く
利
川
さ
れ
て
い

ま
す
が
、放
置
す
れ
ば
「
ま
ち
の
迷
惑
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
き
ま

し
ょ
う
。自
転
車
を
利
川
す
る
場
合
は
、

決
め
ら
れ
た
自
転
車
置
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
自
転
呶
放
置
禁
止
区
城

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
刈
m

以
内
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
K
域

内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
畊
は
。
撤
去
し

で
自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
、

撤
去
料
2
で
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
a
が
増
加
　

盗
ま
れ
た
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
盗
難

届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
撤
去

口
以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る
場
合

に
は
。
撤
去
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
自

転
車
に
は
必
ず
住
所
と
名
前
を
記
入

し
、
カ
ギ
を
二
嗷
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

令
区
営
有
料
自
転
車
駐
車
鳩

綾
瀬
東
駐
車
場
(
綾
瀬
3
-
1
1
-
6
)

(
3
6
0
5
)
2
5
6
3

綾
瀬
西
駐
巾
塲
(

綾
瀬
4
1
1
1
1
1
)

(
3
6
2
8
)
3
9
0
7

綾
瀬
南
駐
収
場
(
綾
瀬
2
1

・
2
5
1・
4
先
)

(
3
8
3
8
)
2
5
0
6

綾
瀬
北
駐
車
場
(

繊
瀬
3
-
2
2
-
1
4
)

(
5
6
8
2
)
2
7
1
2

□
区
営
無
料
自
転
車
駐
車
場

綾
瀬
袋
橋
駐
車
瑞
(
綾
瀬
2
-
1
8
-
4

先
)

□
公
営
駐
車
場
(
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
直
営
)

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
綾
瀬
(
綾
瀬
3
1
9
)

□
(
5
6
1
6
)
2
3
1
2

□
民
営
駐
車
場

清
水
駐
車
場
(

絞
瀬
4
1
1

Å
)

(
3
6
0
5
)
8
5
6
2

中
川
駐
啾
場
(

綾
潮
4
-
1
-
6
)

(
3
6
0
5
)
8
5
3
9

関
口
運
輸
(

柬
綾
瀬
1
1
1
1
2
7
)

(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

ス
テ
イ
ツ
プ
ラ
ザ
1
階
駐
輪
場
(

綾
瀬
2
-
2
2
1
1
0
)

(
5
6
8
2
)
5
6
6
6

サ
イ
ク
ル
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
絞
瀬

第
一
(
綾
瀬
2
-
2
5
1
7
)

第
1
4
(
綾
瀬
3
-
8
1
2
3
)

西
口
(

綾
瀬
―
-
1
6
-
1
1
)

(
3
8
3
8
)
1
6
3
6

□
自
転
車
移
送
所

北
綾
瀬
移
送
所
茖

中
1
-
8
1
1
0

先
)

問
先
=

自
転
嘔
係

※ 葛飾区でも条例により放置自転車を撤去しています
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高齢者の方が
住みやすい社会をめざして

老人保健福祉計画を見直し、

介護保険事業計画の策定をしました

この4 月 から 、い よいよ介護保 険制 度が始 まりました。
介護保険制度は介護が必要な高齢者の方を社会全体で

支えるための新しい 制度です。こ の制度を円滑 に行うた
め、介護保険事業 計画を策定し まし た。
また従来の老 人保健福祉計画 につい ても介護保 険制 度

との関係 から見 直しをしました。
区では、こ の二つの計画に沿っ て、高齢者の方 々への

福祉サ ービ スを充 実させてい きます。

老

人

保

健

福

祉

計

画

こ
の
計
画
は
、
昨
年
厚
生
省
が
発
表
し
た
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
2
1
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
=
弱
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、高
齢
者
の
大
多
数
を
占
め
る
元
気
な
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、全
世
代
が
と
も
に
生
き
る
視
点
、高
齢
者
が
地
球
の
中
で
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
視
点
、健
や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
「健
康
寿
命
」を
延

ば
す
視
点
な
ど
か
ら
、区
民
生
活
の
向
上
を
願
い
、見
直
し
を
し
ま
し
た
。

□
重
点
課
題

▽
健
康
づ
く
り
の
推
進
　
▽
元
気
高
齢

者
の
活
躍
支
援
　
▽
在
宅
介
護
支
援
セ

ン

タ
ー
を
核
と
し
た
足
立
あ
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
　
▽
高
齢
政
の
多
棟
な
住

ま
い
方
の
支
援
　
▽
介
護
保
険
制
度
定

着
へ
の
条
件
整
備
　
▽
施
設
な
ど
の
退

所
古
に
対
す
る
支
扱
　
▽
在
七
介
護
の

重
視
　
▽
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
挑
供
と
苦

情
処
理
の
し
く
み
の
確
立
　
▽
多
様
な

事
業
主
体
の
参
人
　
▽
権
利
擁
護
の
し

く
み
の
確
立

表1　老人保健福祉計画の施策体系

表2　主な基盤整備目標
[ 高齢者へのサービス]
介護保険外のサービスとして、ねたきりの高齢者、ひとり暮
らしや高齢者のみの世帯、虚弱高齢者を対象としたサービス
を行っています( 表3・4・5) 。なお、難燃性霞具等の一部
の日常生活用具給付は11年度で廃止になりました。※ 利用者
負担額は、原則10%負担です。生活保護世帯・老齢年金受
結者は0%、住民税非課税世帯は3%、本人住民税非圖税者
は、6% です　申・問先= 在宅介護支援センター・福祉事務
所・高齢サービス課在宅支援係

表3　 ねたきりの高齢者に

表4　ひとり暮らし・高齢者世帯に

表5　 虚弱高齢者に

計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係
へ

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
在
宅
支
援
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

介
護
保
険
事
業
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、国
の
介
護
保
険
法
に
も
と
づ
き
作
ら
れ
た
計
画
で
す
。介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
民
間
活
力
も
最
大
限
に
活
用
し
、サー
ビ
ス
の
苦
情
・
相
談
窓
口
と
し
て
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
も
設
置
す
る
な
ど
、
こ
の
計
画
で
は
区
・
事
業
者
・
区
民
の
責
務
と
努
力
を
定
め
、
介
護
が
必
要
な
方
が
住
み
慣

れ
た
足
立
区
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

図1　区民・事業者・区の責務と努力

介護俣険制度を円滑に進めていくためには、区民、事業者、足立区がそれぞれの
役割 を果 た すこ と か必 要で す 。

要
援
護
者
の
推
計

今
後
5
年
間
の
推
叶
で
は
、
区
の
総

人
口
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
6
5
殿
以
上
の
高
齢
占
人
口
は
毎
年

4
千
人
利
度
増
加
し
、
高
齢
化
率
も
平

成
1
6
年
に
は
1
8
.
3
%
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
(
表
6
)
。

表6　 在宅・施設別要援護者数の見込み

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
と
供
給
量

1
2～
1
6
年
度
ま
で
の
主
な
サ
ー
ビ
ス

必
要
量
と
供
給
量

は
表
7

、
8

の
と
お

り
見
込
ん
で
い
ま

す
。

表7　施設サービスの必要量と供給量( 11年10月1日現在で推計) 　単位: 人

表8　 在宅サービスの必要量と供給量

サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た
め
の
方
策

□
供
給
量
確
保
の
た
め
に

▽
在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
事
業
者
の
誘
導
や

育
成
と
各
種
情
報
の
捉
供
を
行
い
、
民

問
活
力
を
最
大
限
に
活
川
す
る
た
め
の

環
塊
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す

▽
施
設
サ
ー
ビ
ス
…
施
汲
整
備
を
計
画

的
に
進
め
、整
偏
は
民
川
の
活
力
を
活

川
し
ま
す

▽
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ヤ
ー
…

徐
要
を
1
0
0
%
満
た
す
よ
う
資
格

収
得
の
た
め
の
講
習
余
な
ど
を
行
い

、

必
要
な
人
数

を
確
保
し
て
い
き
ま
す

▽
足
立
区
高
齢
者
市
鳩
協
議
会
…
区
は

高
齢

者
酊

場
協
議
会
の
活

動
を
女
援

し

、
介
馳
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
促
し
て

い
き
ま
すサ

ー
ビ
ス
の
質
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策

▽
利
川
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
苫
情

処
理
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
(
足
立

区
商
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
等
解
決

委
輿
会
の
設
置
)

▽
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し

、
公
開
し
て
い
き
ま

す
(
図
2
)

図2　サービスの評価

要
援
護
者
等
の
権
利
擁
護

▽
刊
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

川
に
際
し
援
助
が

必
要

な
人
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域
福

阯
権
利
緯
護
嘔
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

▽
介
馳
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
意
思
能
力

が
乏

し
い
、
虐
待
な
ど
の
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
川

が
川
待
で
き

な
い
と
き

は
、
老
人
福
枇
法
に
も
と
づ
き
措
置
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

▽
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
利
用
者
と
事
業

者
が
適
切
な
契
杓
を
結
ぶ
た
め
、

区
が
標
準
的
な
約
款
を
設
定
し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を

図
る
た
め
の
方
策

▽
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
や
区
民
の
方
の
サ

ー
ビ
ス
選
択
に
役
を
つ
よ
う
に
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
開
殿
し

た
り
、
印
刷
物
に
よ
る
情
報
提
供
を
行

▽
事
業
者
相
な
の
柚
報
交
換
・
交
流
の

た
め
に
連
綿
公
を
定
期
的
に
行
い
ま
す

▽
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
中
心
と
な
る
基
幹
介
護

支
扱
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
と
も
に
、事

業
者
と
し
て
民
間
事
業
者
の
モ
デ
ル
と

な
る
な
ど
、介
護
保
険
制
度
の
巾
で
咀

笳
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す

介
護
保
険
の
財
源

介
駿
保
険
制
度
で
は
、サ
ー
ビ
ス
の

給
付
に
必
要
な
費
川
の
う
ち
、半
分
を

公
費
(
国
・
都
・
区
)
で
、残
り
の
半

分
を
4
0
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
ま
か

な
い
ま
す

。

保
険
料
の
納
め
方

介
護
保
険
料
は
、被
保
険
者
と
な
っ

た
月
(
到
達
月
)
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

到
辻
月
と
は
、誕
上
日
の
前
日
か
含
ま

れ
る
月
を
い
い
ま
す

。

□
6
5
歳
以
上
の
方
(
第
1
号
被
保
険
者
)

老
齢
・
退
職
年
金
額
が
年
加
1
8
万
円

以
上
の
方
は
、年
金
か
ら
人
引
き
と
な

り
ま
す
(

た

だ
し
4

日
1

日
現

在
老

齢
・
退
職
年
金
の
受
給
占
)
。
そ
れ
以

外
の
方
は

、
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

□
4
0
歳
～
6
5
歳
未
満
の
方
(
第
2
号
被

介
護
保
険
分
は
加
人
し
て
い
る
医
療

保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。保
験
料

の
納
め
方
は
、医
療
保
険
分
と
介
護
保

険
分
を
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

介
護
保
険
料
は
、住
ん
で
い
る
巾
区

町
村
の
介
謾
サ
ー
ビ
ス
の
水
明
や
、本

人
お
よ
び
そ
の
家
族
の
所
得
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
(
表
9
)
。

□
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
特
別
対
策

6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、1
2
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
6
ヵ
月

川
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。1
2
年
1
0
月
か

ら
翌
年
9
月
ま
で
の
1
年
間
は
、半
額

に
軽
減
さ
れ
ま
す

。

表9　 所得に応じて異なる年間保険料

65歳以上の方の介護保険科は、12年4月から9月までの6カ月間は、特別対策

により徴収しません。12年10月から13年9月までの1年間は、特別対策に

より上記( 　) 内の月平均のおおむね半額になります。13年10月からは、お

おむね上記( 　) 内の月額になります。

実 際の 各 月の 介護 保険 料 は、100 円 未満の 端 数額 の髑 整を 行い ま す。

介
護
保
験
を
利
用
す
る
た
め
に

□
要
介
護
認
定
の
申
請

ね
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
要
介

護
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。申
冊
の
受

け
付
け
は
介
護
保
険
課
や
福
祉
事
務
所

で
行
い
ま
す
。ま
た
、在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
の
指
定
を
受
け
た

属
宅
忿
護
支
援
串
業
者
の
代
行
で
も
可

能
で
す
。
申
品
後
、
原
則
3
0
日
以
内
に
結
果

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

□
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
と
届
け

出
介
護
が
必
要
と
出
定
さ
れ
、住
七
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
川
合
、身

体
の
状
況
や
対
象
者
の
希
望
を
収
り
入

れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
川
(
ケ
ア
プ
ラ

ン
)
を
斤
成
し
ま
す
。計
画
は
川
宅
介
護

支
扱
事
業
者
に
相
談
し
作
成
依
頓
す

る
か
自
分
で
作
り
ま
す
。事
業
者
作
成

の
場
合
は
依
刺
し
た
事
業
者
名
を
、自

己
作
成
の
場
合
は
作
成
し
た
計
画
を
届

け
出
て
く
だ
さ
い

。

□
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

サ
ー
ビ
ス
を
利
川
し
た
と
き
は
原
川

と
し
て
か
か
っ
た
費
川
の
1
割
を
負
批

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。1
割
の
自
己
負

扣
額
が
同
一
世
帯
で
1
ヵ
月
3
万
7
千
2
5
0

川
(
所
り
に
よ
り
2
万
4
千
6
0
0
川
、

1
万
5
千
円
)
を
超
え
た
場
合
、そ
の

額
は
高
御
介
護
サ
ー
ビ
ス
背
と
し
て
筏

日
請
求
す
る
と
返
還
さ
れ
ま
す
。高
額

サ
ー
ビ
ス
叫
分
の
丈
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、貸
し
付
け
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
川
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
に

関
す
る
苦
情
・
相
談

介
護
保
険
課
、
福
祉
事
務
所
、
社
会

福
阯
協
議
会
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
や

在
宅
介
心
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。認
定
結
米
は
介
駿
保
険
以

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計
画
の
内
容
な
ど
、お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
険
課
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

※
計
画

書
は
区

敢
情
報

室
で
有

償
頒

布
も
し
て

い
ま

す

二
つ
の
計
画
の
共
通
し
て
い
る
こ
と
は

●
計
画
の
期
間

1
2
～
1
6
年
度
ま
で
の
5
ヵ
年
計
画
と
し
、3
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。

●
計
画
策
定
の
経
緯

専
門
家
、学
識
経
験
古
お
よ
び
区
民
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
地
域
保
健

福
阯
推
進
協
議
会
・
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
で
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
地
域
説
明
会
や
公
聴
会
を
通
じ
て
区
民
の
意
見
を
反
映
し
ま
し
た
。

▽
介
護
予
防
型
地
域
社
会
づ
く
り
　
▽
個
入
の
地
祇
の
尊
重
　
▽
サ
ー

ビ
ス
の
量
の
確
保
と
質
の
向
上
　
▽
地
城
に
お
け
る
相
互
支
援
　
▽
新
た

な
福
祉
の
し
く
み
づ
く
り
　
問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

1
2年
度
障
害
福
祉
施
策
を
新
規
・
拡
充
し
ま
し
た

障
害
者
の
方
が
、住
み
な
れ
た
地
城

で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
し
く
み

づ
く
り
を
鳶
め
ま
す
。こ
の
た
め
、障

害
福
祉
施
策
を
見
直
し
、事
業
の
新
た

な
展
開
・
拡
充
を
什
い
ま
し
た

。

新
た
に
展
開
・
拡
充
し
た
も
の

□
障
害
者
施
設
の
開
設

▽
知
的
障
害
羚
の
た
め
の
通
所
施
設
「

竹
の
塚
福
祉
園
」(
1
2
年
9
月
回
設
予
定
)

▽
身
体
障
害
者
療
養
施
設
「か
え
で
」

□
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

▽
身
体
障
害
者
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
か
え
で
」

▽
知
的
障
害
者
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「竹
の
塚
」(
1
2
年
9
月
開
般
予
定
)

□
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充

▽
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「か
え
で
」

▽
知
的
障
山
者
施
設
「竹
の
塚
福
祉
園
」(

1
2
年
9
月
実
施
予
定
)

□
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
導
入

□
(
仮
称
)
中
央
障
害
セ
ン
タ
ー
の
設

計
1
2年
度
見
直
し
た
も
の

□
自
己
負
担
を
導
入
す
る
事
業

▽
身
体
障
害
書
巡
回
人
浴
事
業
…
自
己
負
担
制
度
導
入

(
1
回
4
0
0
円
)

□
内
容
を
変
更
す
る
事
業

▽
心
耳
障
官
着
用
心
話
設
置
事
業
…
使
用

料
6
0度
数
分
補
助

▽
身
体
障
害
占
三
輪
自
転
収
購
人
費

助
成
事
業
・
・
・
所
得
制
限
導
入
・
助
成
額
見

直
し
な
ど

廃
止
し
た
事
業

▽
補
装
具
自
己
負
担
助
成
事
業

▽
身
体
障
占
卓

帳
諦
断
費
川
助
吠
事

業▽
人
工
肛
門
等
装
具
購
人
費
助
成
事
業

施
策
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
障
害
福
祉
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

□
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方
の
介
護
保

険
料介

護
保
険
料
は
国
保
料
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。保
険
料
額
は
世
帯
単

位
で
合
算
し
、世
帯
主
の
方
が
納
め

ま
す
。く
わ
し
く
は
今
号
の
8
而
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
国
民
健
康
保

険
課
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)
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催

し

物

ガ
イ

ド

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
第
3
1回
定
期
演
奏
会

存
の
夜
に
さ
わ
や
か
な
歌
戸
を
お
届

け
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
=
5月
1
3日山
、午
後
6時
3
0分

開
演
場
所
=ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホー
ル
曲
目
=天
使
の
羽

根
の
マ
ーチ
/ぶ
ら
ん
こ
/
存
の
潮
だ

よ
り
な
ど
費
用
=千
円
(全
席
自
由
)

問
先
=文
化
振
興
係

第
5
0
回
足
立
区
文
化
祭

「
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

」参
加
者
募
集

自
分
た
ち
で
創
る
構
成
舞
台
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
程
=
1
2月3

日
・
1
0日
、い
ず
れ
も
日
曜
日

場

所
=竹
の
塚
区
民
ホ
ール
対
象
=区

内
で
文
化
活
動
を
し
て
い
て
、月
―回

程
度
の
実
行
委
n会
に
参
加
で
き
る
方

(団
体
)
内
容
=各
ジ
ャ
ン
ル
混
合

の
構
成
舞
台
申
込
H電
話
連
絡
の
う

え
、事
前
説
明
会
(
5月
1
2日
、午
後
7

時
か
ら
竹
の
塚
区
民
ホ
ー
ル
)へ

申
・
問
先
=フ
リ
ー
ス
テ
ージ
実
行
委

曼
・彖
務
局
(文
化
振
興
係
)

柏

も

ち

づ

く

り

日
時
=
5月
1
3日山
、午
前
9時
3
0分

～
正
午
内
容
=伊
興
中
学
校
の
校
庭

に
あ
る
柏
の
葉
や
L新
粉
を
使
っ
て
、

手
作
り
の
柏
も
ち
を
作
り
ま
す
。柏
も

ち
づ
く
り
を
通
じて
、地
域
の
3皀
代

が
交
流
し
ま
す
。
費
用
=無
料
申

込
H当
日
直
接
会
場
へ
場
・
問
先
U

西
部
児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

こ
ど
も
の
日

親
子
木
工
作
教
室

日
時
=
5月
5日
㈲
、午
前
1
0時(
受

け
付
け
は
午
前
9時
3
0分)
定
員
=

貎
f
1
5岨(先
着
順
)
費
用
=無
料

※
1
■
n
日
か
け
て
制
作
し
ま
す
の
で
お
弁

当
の
持
ち
込
み
可
場
・
問
先
H
中
部

児
童
館
　
　
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

子

ど

も

映

画

会

日
時
=
5
月
6
日
出
、午
後
2
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
内
容
=
「
ク
マ
の
ミ
ナ

ク
ロ
と
公
平
じ
い
さ
ん
」
/
「
お
じ
や

ま
ん
が
山
Ⅲ
く
ん・・・野
球
一
直
吟
・・
」

※
大
人
も
楽
し
め
ま
す
費
用
=
無
料

甲
込
=当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
f住
児
晰
館(3

8
8
2
)
2
7
6
5

赤
十

字

の

事

業

資

金

に

ご

協

力

を

今
年
も
、
5月
1日
か
ら
3
1日ま
で
、

赤
十
字
の
社
資
(事
業
資
金
)募
集
を

行
い
ま
す
。

区
で
は
昨
年
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
2
千
劭
万
円
余
の
温
か
い
浮
息

が
寄
せ
ら
れ
、岡
際
救
援
・
災
富
救

護
・
献
血
な
ど
の
事
業
推
進
の
た
め

の
貴
重
な
資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。今
年
も
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
卜
地

域
振
興
課
振
興
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
4
月
2
5
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

郷

土

芸

能

鑑

賞

会

と

映

画

会

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
5月
5日
聡
(無
料
公
開
日
)、

午
前
1
1時
内
容
=祭
ば
や
し
、葛
西

ば
や
し

豪小
・
中
学
生
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
沁
J
す
。
出
演

団
体
=大
谷
田
隅
田
囃
f
連
中
、押
部

文
化
保
存
会
は
や
し
連
、丘
反
野
祭
囃

子
保
存
会
、高
砂
祭
囃
子
保
存
会

□
映
画
会

第
2土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
画

を
上
映
し
ま
す
。今
回
は
ス
ラ
イ
ド
で

上
映
し
ま
す
。
日
時
=
5月
1
3日山
、

午
前
1
1時

内
容
卜
「
束
京
百
年
」
(
4
8

分
、山
本
駿
次
郎
氏
製
作
)・
:風

俗
画
報
に
楠
か
れ
た
明
治
時
代
と
現
代

の
東
京
の
風
景
の
変
化
を
比
較
し
ま

す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=無
料
場
・
問
先
=郷
土
博
物

館
　
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

く

ら

し

の

情

報

特
殊
建
築
物
等
の

定
期
報
告

劇
場
、ホ
テ
ル
、大
規
模
物
品
販
売

店
舗
、病
院
な
ど
の
多
数
の
人
が
利
用

す
る
建
築
物
(特
殊
建
築
物
等
)は
、

欠
陥
が
あ
る
と
火
災
や
地
雲
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、人
き
な
災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。建
築
幕
準
法
で
は
、そ
の
よ

う
な
嘔
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、建
築
物
の
敷
地
、構
造
お
よ
び
設

備
の
状
況
に
つ
い
て
、所
有
者
ま
た
は

管
理
者
が
丁
二
級
建
築
士
ま
た
は
建

設
大
。臣が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
則

的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、そ
の
結
果
を

報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
(特

殊
建
築
物
等
定
期
調
査
報
t‥制
度
)。

な
お
、
1
2年度
の
対
象
建
築
物
は
表
―

の
と
お
り
で
す
。
提
出
先
=
紺嘸
呆

邵
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

〒
1
5
0
・
0
0
0
2渋
公‥・区
渋
4
1
1
1
5
F

り
笑
竹
ビ
ル(

5
4
6
6
)
2
0
0
1

問
先
=
K・
指
導
課
市
街
地
指
導
係

表1　12年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F≧3とは。3階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計がI CX〕㎡を超えるものをいう。
Aはその用途に供する部分の床面積の合計をいう
※新築または改築(一部の改築を除く)に係る特殊建築物等の報告時期は、検査済証の交付を受けた
直後の時期は除く

あ
き
家
・
新
築
都
営
住
宅
(

一
般
・
単
身
者
)

入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
H
5

月
8
日
～
1
5
日
(
卜
ご
日
曜
日
は
除
ぐ
)

※
邨
集
内
容
な
ど
、く
わ
し
く
は
申
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)を
ご
覧
く
だ

さ
い
申
込
用
紙
配
布
場
所
=住
宅
竹

翊
係
、各
区
民
事
務
所
(期
間
内
で
も

予
定
枚
数
を
配
布
次
第
終
工

募
集

内
容
0
表
2
問
先
=住
宅
管
理
係

表2　都営住宅等の募集

※ポイント方式以外はすべて抽選です

10

月
1
日
か
ら
施
設
の
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

区
で
は
こ
の
た
び
、
K内
久に施
設
の

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
の
維

持
・
管
理
に
か
か
る
経
貿
は
、税
金
と

使
川
料
に
よ
っ
て
朏
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
施
設
を
使
川
す
る
特
定

の
利
川
者
だ
け
が利
益
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
負
担
の
公
平
を
図
る
こ
と

に
配
慮
し
、物
価
上
昇
率
な
ど
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、適
卍
な
負
担
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
4年
4月
1日
の
使
川
料
改
定

以
降
の
物
価
L昇
率
な
ど
を
参
考
に
、

今
年
1
0月(
。部
施
設
に
例
外
あ
り
)

か
ら
現
行
額
を
お
お
む
ね
5
%程
度
値

L
げ
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
高
齢
の
方
(
満
7
0
歳
以
上
)
、

障
実
の
あ
る
方
(
身
体
障
嘗
者
手
帳
、

愛
の
y
帳
、
精
神
障
害
者
傑
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
I

人
)に
つ
い
て
は
、健
康
づ
く
り
の
推

進
、社
会
参
加
の
機
会
の
拡
人
を
図
る
、

と
の
視
点
か
ら
。個
人
利
用
に
か
か
わ

る
施
設
の
使
用
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
(

宿
泊
施
設
は
除
ぐ
)。

各
施
設
の
使
川
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
く

わ
し
く
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
《
総
務
課
総
務
係
》

掲
示
板

□
消
防
団
員
募
集
対
象
=
1
8
歳
以
L

の
区
内
在
住・
在
勤
の
方
豪
く
わ
し

く
は
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
問

先
=
f隗
消
防
署(

3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署
　
(
3
8
5
9
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署

(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

□
第
1
4
回
川
の
手
荒
川
ま
つ
り
日
時

1
4
月
2
9
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
示
雨
決
行
)
場
所
=あ
ら
か
わ

遊
園
ほ
か
内
容
=ふ
る
さ
と
市
(
姉

妹
・
友
好
交
流
都
市
の
特
産
品
の
販

売
)
/商
業
祭
バ
ザー
ル
※
駐
車
場

は
使
川
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場
の

際
は
電
車
な
ど
を
ご
利
川
く
だ
さ
い

問
先
0荒
川
区
文
化
'
H少年
課

(
3
8
0
2
)
3
1
1
1
㈹

□
7
5
歳
以
上
の
方
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
実

施
月
=
5
～
7
H
、
9
～
1
2
月
場

所
=マ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
弌
千

住
惷
…
第
2・
4
火
曜
日
マ
竹
の

塚
障
害
福
祉
館・・・第
2・
4
金
昭
日

対
象
9
7
5歳以
上
で
区
内
在
住
の
方

費
用
=無
料
申
込
9当
日
直
接
会
場

へ
(
先
着
順
、午
前
9時
か
ら
受
け
け

け
)
問
先
H社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

□
足
立
区
民
(
イ
キ
ン
グ
日
程
=
5

月
7日
凹
午
前
8時
3
0分集
合
集

合
場
所
=東
武
日
光
線
「
板
倉
東
洋
大

前
駅
」西
口
広
場
コ
ー
ス
ト
渡
良
瀬

贖
水
地
周
遊
コ
ース
(
1
3㎞、鍬一
)

対
象
=区
内
在
住・
在
勤
・
在
学
の
健

康
な
方
定
員
0励
人
費
用
=鋤
円

申
込
卜
肖
日
現
地
に
て
受
け
け
け
問

先
=足
立
、
K山岳
連
盟

(
3
8
8
1
)
9
8
6
7

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術
足
を
区
柔
道

接
骨
帥
会
で
は
、日
曜
日
に
柔
遡
整
復

施
術
を
し
て
い
ま
す
、
※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
問
先
=

足
を
K柔
道
接
骨
師
会

(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

□
弓
道
場
個
人
利
用
初
心
者
の
方
に

は
、指
4
員
が
指
導
し
ま
す
日
時

=
i
-
1
7
日
～
9
月
2
9
囗
、毎
週
水
・

金
曜
日
場
所
=千
住
ス
ポ
ーツ
公
園

弓
道
場

対
象
=
1
6歳以
上
の
初
心

者
、無
段
者
費
用
日
―
回
沺円

申

込
=
i日
直
接
会
場
へ

問
先
=足
皀

区
弓
道
連
盟

(
3
8
8
5
)
4
7
3
6

□
清
掃
工
場
個
人
見
学
会
(
5
月
)

ご
み
問
題
や
清
掃
事
業
へ
の
理
解
を
深

めて
い
た
だ
く
た
め
、個
人
見
尤
窖

開
催
し
ま
す
、日
程
等
=左
表
※
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申・
問
先
卜
東
京
ニ
ト
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
　
(
5
3
6
1
)
3
6
1
6

清掃工場見学会日程( 5 月)

命畤藺はいずれも午後1時l ) 分～3眄

□
足
立
ろ
う
学
校
公
開
講
座
手
話
教
室

(
初
級
)
日
程
=
6
月
3
日
～
1
3
年

2
月
1
7
H
、全
1
5
回
内
容
=
手
話
の

実
践
的
使
用
を
日
的
と
し
た
講
習
定

員
=
3
0
λ
(
抽
選
)
費
用
=
3
f
円

(
テ
キ
ス
ト
代
別
)
申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
番
号
、手

詁
歴
を
記
入
期
限
=
5
月
2
0
日
消
印

町
効
場
・
申
・
問
先
u
都
皀
足
な
ろ

う
学
校
〒
1
2
1
-
0
0
6
1
花
畑
7
1

2
3
ム
　
　
(
3
8
8
3
)
8
5
2
7

(
3
8
6
0
)
1
3
2
8

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
(
7
月
入
校

生
募
集
)
募
集
期
間
=
5
月
8
日
～
2
2

日
科
目
=
タ
イ
ル
施
E
科
(
一
般
向

け
)
/
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
(
5
0
歳
以

L
)
※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
問
先
卜
都
立
足
皀
技
術
卑

門
校
　
　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6
(
代
)
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高
野
土
地
区
画

整
理
事
業

□
「
高
野
土
地
区
画
整
理
事
葉
の
事
業

計
画

」
の
変
更
を
決
定
し
ま
し
た

足
立
K

施
行
の
高
野
上
地
区
画
整
理

事
業
の
嘔
業
計
画
が
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
た

。

七
地
K

肖
整
理
法
(

昭
和
2
9年
法
律

第
1
1
9号
)

第
5
5
条
第
1
3
項
に
お
い
て
申

川
す
る
回
条
第
9

項
の
規
定
に
よ
り
次

の
と
お
り
告
示
し
ま
す

。

▽
L
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
…
柬
京

都
市
計
画
事
業
高
野
上
地
K
>
画
整
理
嘔

業
▽
マ
施
行
者
の
名
称
…
足
立
区

▽
施
行
地
区
・
・
・
江
北
'
f
口
お
よ
び
扇

几
I

凵
の
各
一
部

▽
事
粟
施
行
期
間
・
:
平
成
4
年
1

月
2
0

口
～
1
9
年
3

月
3
1日

▽
事
務
所
の
所
在
地
・
:
ぼ
画
整
理
課

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

▽
事
業
計
画
の
決
定
の
年
月
日
・
・
・
。
胼
成

4
年
1

月
2
0
日

▽
マ
事
業
計
両
変
史
の
年
月
日
廴
平
成
1
2

年
3

月
2
1
日

問
先
H
K

画
整
理
課
計
画
係

□
区
画
豊
理
事
業
に
伴
う
住
居
表
示
の

再
整
備
を
行
い
ま
す

高
野
土
地
区
・画
整
理
參
豪
地
区
の
換

地
処
分
に
先
立
ち
、
K
画
整
理
に
よ
り

造
成
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち
並
み
に
合
わ

せ
て
、
町
区
域
お
よ
び
街
区
区
域
の
変

更
を
行
い
ま
す
。
今
後
も
住
居
表
示
の

整
備
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
実
施
日
=
9
月

2
日

対
象
区
域
儿
汢
北
こ
I
U
お
よ

び
扇
二
>
Iロ
の
各
一
部

問
先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

動
き
出
し
ま
し
た

「
2
・
2
・
2

住
宅
プ
ラ
ン
」

□
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
大
学
専
門
講

座
」
の
開
催

区
は
、
中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
向
け

た
住
宅
政
策
を
推
進
し
、
多
世
代
6
住

を
図
る
た
め
に
、「
2
・
2
・
2
住
宅

プ
ラ
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
ご

』の
嘔
業
は
、
公
有
地
や
民
有

地
に
定
期
借
地
権
制
度
を
活
用
し
、
2

世
帯
が
居
住
可
能
な
広
さ
で
、
価
格
は
2

千
万
円
台
の
住
宅
を
2
エ
尸
供
給
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
の
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
大
学

専
門
講
座
」
は
、
こ
の
水
素
を
よ
り
深

く
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

住
宅
購
入
を
袂
討
さ
れ
で
い
る
方
、
定

期
借
地
権
付
住
宅
の
建
設
を
考
え
て
い

る
方
、
本
事
業
に
デ
ベ
ロ
ー
(
I
と
し

て
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
々
を
対
象
に

し
ま
す
。日
時
=
5
月
2
7
日
出
、午

後
1
時
～
5
時
場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
容
=
2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
て
「定
期
借
地
権
け
住

宅
の
現
況
と
考
え
方
に
つ
い
て
」対

象
=
1
8
歳
以
匕
で
区
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
匕
地
を
お
持
ち
の
方
ま
た

は
2
・
2
。2
住
宅
プ
ラ
ン
に
興
味
の

あ
る
方
定
員
H
沺
人
(
先
着
噸
)

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、竃
話
番
弓
、職
業
を
明

記
※
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み

可
。た
だ
し
連
絡
先
の
フ
ァ
ク
ス
番
号

を
明
記
期
限
卜
5
月
6
H
申
・
問

先
=
匆
足
か
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
ま
ち

づ
く
ヴ
參
業
課
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中

央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
9
0

募
集男

女
共
同
参
画

推
進
会
議
委
員

足
を
区
が
め
ざ
す
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
区
で
は
第
三
次

足
立
区
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
流
冫
碕
訂
す
る
た
め
、「
足

立
K
男
女
共
同
参
両
推
進
会
議
」
を
設

置
し
ま
す
。

こ
の
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。任

期
=
委
嘱
日
(
5
日
3
0
日
)
～
1
4
年
3

月
3
0
日
会
議
回
数
等
=
原
則
月
1
回

(
全
体
会
・
部
会
)
、昼
間
ま
た
は
夜
間

2
時
間
程
度
謝
礼
Ⅱ
会
議
出
席
1
刈

に
つ
き
不
知
円
定
員
=
3
入
申
込

=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
配
布
さ
れ
る

申
込
訝
と
課
閣
論
文
を
持
参
ま
た
は
郵

送
※
持
参
受
付
は
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
5
時
(
上
・
日∵
祝
日
を
除
く
)

選
考
方
法
=
論
文
審
査
と
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
決
定

論
文
課
題
H
「
私
が
考
え
る
男
女
作
(同

参
画
)
(
原
稿
用
紙
不
即
字
程
度
)

奈

応
募
書
歎
は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
卜
5

月
m一
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
S
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
1
1(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

区
民
事
務
所

非
常
勤
職
員
募
集

採
用
期
間
=
7

月
1

日
1
1
3
年
6

月
3
0

日
(

更
新
可
)

対
象
=
①
2
5
歳
以
L
6
0

歳
以
下
の
方
(
1
2
年
4

月
1

日
現
在
)

の
区
内
ま
た
は
近
郊
に
住
所
を
有
す
る

方
③
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
勧

務
先
n
中
火
本
町
区
民
事
務
所
内

容
卜
窓
口
業
筋
補
助
募
集
人
員
H
矜

・
F
名
勤
務
時
間
H
週
3
0
時
回
(
1
日

6
時
問
以
内
)
給
与
等
=
月
額
1
8
万

1
千
円
(
礼
保
。年
休
有
・
交
通
費
支

給
)
申
込
卜
履
歴
書
(
市
販
様
式
・

自
筆
・
写
真
添
付
)
、作
文
「区
役
所

の
窓
口
に
つ
い
て
」(
市
販
の
原
稿
用

紙
劭
字
程
度
・
自
筆
)
を
持
参
ま
た
は

郵
送
※
持
参
受
付
は
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
5
時
1
5
分
、上
一
日
・
祝
日
を

除
ぐ
。応
募
耆
類
の
返
戻
は
し
ま
せ
ん

期
限
u
5
月
1
9
日
消
印
有
効
選
考
方

法
=
訝
類
(
作
文
)
お
よ
び
而
接
申

・
問
先
=
地
域
振
興
課
振
興
係
i
h
S

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

2
3
区
職
員
(
I
類
)

採
用
試
験

試
験
=
6
n
1
8
口
卯
採
用
予
定
年
月

日
=
1
3
年
4
月
1
口
以
降
職
種
お
よ

び
受
験
資
格
等
=
表
3
期
限
=
マ
郵

送
・
・
・
5
月
1
2
日
消
印
有
効
▽
都
内
各

区
役
所
へ
持
参
・
:
5
月
1
5
-
凵
～
1
8
H

マ
特
別
区
人
事
委
貝
会
事
務
局
任
用
課

へ
持
参
・
:
5
月
1
9
H
～
2
3
日

申
・
問

先
=

特
別
K

人
参
委
員
会
任
川
課
〒

甼
0
0
7
3

千
代
……一
区
九
段
北
I
-
I
-
4
a
1
2
1
0
}
9
7
8
7

□
2
3
区
職
員
採
用
試
験
等
脱
明
会
(
I

類
)

日
時
卜
5
月
2
日
團
、午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
特
別
区
職
n

研
修
所
(
東
西
線
木
場
駅
下
哄
徒
歩
1
5

分
ま
た
は
東
賜
町
駅
f
嘔
徒
歩
1
0

分
)

対
象
=
採
用
試
験
受
験
希
望
者

内
容
=
各
区
の
特
色
な
ど

問
先
=

区
・
職
員
課
人
事
係
ま
た
は
特
別
区
採

川
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

表3　 職種および受験資格の概要

本
の
予
約
申
し
込
み
と
受

け
取
り
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
貸
し
出
し
巾
の
本
な

ど
の
r
約
は
、
同
時
期
に
1
入
2
0鬨
ま

で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。
ま
た
、区
内

に
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
は
2
0錆
ま
で

リ
ク
エ
ス
ト
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
予
約
資
料
を
受
け
取
る
に
は
、

原
則
と
し
て
巾
し
込
ん
だ
本
人
の
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
(
事
情
に
よ
り
、

ご
家
族
の
方
が
受
け
収
る
こ
と
も
で
き

ま
す
)
。

音
楽
な
ど
の
c
D
は
、
中
央
図
書
館
(

千
住
5
-
1
3
)
の
み
の
所
蔵
で
す

。

す
べ
て
の
図
書
館
で
f
約
・
貸
し
出
し

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
7
月
1
日

か
ら
で
す
。

問
先
=
中
火
閥
潛
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

学
生
の
方
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
特
例
制
度

国
民
年
金
法
改
正
に
よ
り
、
学
生
本

人
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合

は
、
巾
諸
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
を
要
し
な
い
制
度
が
発
足
し
ま
し

た
(
夜
間
・
通
信
・
海
外
留
学
生
は
雌

当
し
ま
せ
ん
)
。

学
生
時
代
に
納
付
し
な
か
っ
た
保
険

料
は
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
卒
業
後
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額

の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
人
さ
れ
ま

す
。学

生
納
付
特
例
期
回
中
に
一
定
の
障

稗
に
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
が

請
求
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も

の
=
年
金
手
帳
、学
生
証
(
コ
ピ
ー
吋
)

奈
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
の
収
集
は
平
常
ど
お
り
で
す

4
月
`
一
日
～
5
H
6
卜
の
ご
み
等
の

収
集
は
、
曜
日
ど
お
り
行
い
ま
す
、

問
先
儿
m
知
澑

夕
焼
け
放
送
の
時
間

が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
は
、
5
月
か
ら
8
月
ま

で
午
後
6
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
盤
係

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
″
卜
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
5
月
5
日
㈲
北
干
住
イ
ベ
ン
ト
広

鳩
午
前
9
時～
午
後
3
時
※
雨
人

中
止
/
慂
K
画
/
出
店
料
T
円
/
電
話

/
安
藤
・
l
(
3
8
'
1
5
)
4
8
8
7

▼
5
月
7
日
剛
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
9
時～
午
後
3
時
※
雨
>
火

中
齔
/
6
0
K
画
/
出
店
料
T
円
/
電
話

/
高
橋
さ
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
5
月
‥
'
日
沺
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
9
時～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
5
0
区
肖
/
出
店
料
千
円
/
電
話

/
齊
藤
・
l
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
5
月
2
1
日
朏
北
千
佳
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時～
午
後
3
時
※
・
巾
天

巾
齔
/
6
0
K肖
/
出
店
料
無
料
/
電
話

ま
た
は
(
ガ
キ
(
5
H
2
日
必
着
)
/
〒
a

・
0
0
1
1

巾
央
本
町
2
1
9
1
1

「
北
f
仕
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
と
明
記
/

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

▼
5
月
2
8
日
㈲
北
千
佳
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時～
午
後
3
時
※
雨
天

巾
齔
/
6
0区
肖
/
出
川
料
千
円
/
樋
話
/

友
本
　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

ひ
ろ

ば=
催
し
物
=

★
東
洋
医
学
講
座
・
n
足
立
区
5
月
1
8

日
Ⅲ
、
午
後
2
時
/
K
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
/
漢
方
薬
の
剛
作
川
ほ
か
/
無
料
/

日
本
医
科
大
学
東
洋
医
学
科
(
三
浦
・

中
村
)
　
(
3
8
2
2
)
2
1
3
1

★
觀
野
村
生
涯
教
育
一
般
講
座
4
月

2
6
日
Ⅲ
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
/
国

立
オ
リ
ン
ピ
″
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
/
講
義
、
グ
ル
ー
プ
討
議
ほ
か
/

千
円
/
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
　
(
3
3
2
0
)
1
8
6
1

★
城
北
幼
稚
園
仲
良
し
広
場
毎
迎
火

曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分
/
地
域

の
子
ど
も
に
園
を
開
放
し
遊
び
の
輪
を

広
げ
ま
す
/
無
料
/
城
北
幼
稚
園

(
3
8
8
9
)
3
1
5
5

★
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
習
会
5
月

2
6
日
t
・
2
8
日
凹
い
ず
れ
も
午
後
1

時
3
0
分
I
/
エ
ル
・
ソ
フ
″
ア
/
バ
y

ク
型
ブ
ー
ケ
作
成
/
花
代
の
み
/
佐
藤

(
3
8
5
3
)
3
9
6
5

★
足
立
吹
奏
楽
団
第
1
0回
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
5

川
2
8日
凹

午
後
3

時
開
演
(
午
後
2
時
3
0分
開
場
)
/
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
/
沺
円
(
全
席
白
山
)
/
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

★
あ
し
な
み
会
み
な
く
る
バ
ザ
ー
6

月
4
凵
曲
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
品
物

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
/
ア
ト
リ
エ

ほ
っ
と
・
し
か
は
ま

(
3
8
5
5
)
6
1
3
5

=
会
員
募
集
=

★
飛
行
船
(
英
会
話
)
毎
紆
第
1
・

2
日
曜
日
、午
前
1
0
時
～
一
午
/
青
年

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
高
校
生
～
成
人
の

方
/
人
会
金
千
円
、月
額
3
f
沺
円
/

常
盤
　
(
3
8
9
9
)
3
9
8
7

★
囲
碁

毎
週
日
曜
日
、
午
前
9
時
3
0

分
と
午
後
4
時
3
0分
の
2
回
/
佐
野
社

会
教
育
館
ほ
か
/
月
額
釖
円
/
桑
原
　
(
3
6
2
0
)
2
6
0
5

★
は
っ
ピ
ー
ヨ
ガ
毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0時
1
黽
午
/
磔
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

人
会
金
千
円
、
月
額
2
千
助
円
/
小

森
谷
　
(
3
8
8
7
)
9
4
0
3

★
気
功
の
健
康
体
操
毎
週
金
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
I
3
時
/
亀
有
北
集
会

所
/
人
会
金
3
1
円
、川
飢
3
T
円
/

東
海
　
(
3
6
2
7
)
8
3
5
1

★
竹
の
子
(
絵
手
紙
)

第
1
・
3
月

曜
日
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

汕
円
、
月
額
2
千
円
/
壌
井

(
3
8
4
9
)
8
0
2
5

★
リ
ズ
ム
キ
ッ
ス
毎
週
木
曜
日
、午

後
o
時
3
0
分
/
江
北
セ
ン
タ
ー
/
ピ
ア

ノ
の
麗
に
合
わ
せ
て
歌
つ
で
踊
り
ま
す

/
入
会
金
2
f
円
、月
額
3
千
円
/
2

歳
半
～
4
歳
の
親
f
/
渡
辺

(
3
8
5
7
)
1
9
8
2
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国民健康保険料が
変わりました

国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
料
収
人
と

国
の
支
出
金
で
迎
営
さ
れ
る
こ
と
が
原

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
国
保
財

政
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
や
医
療

の
高
度
化
等
に
よ
り
、
毎
年
医
凍
費
が

増
加
し
、た
い
へ
ん
苫
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
邵
や
区
が
一
般
財
源
な
ど

で
こ
の
不
足
分
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
財
源
の
投
入
に
も
限
度

が
あ
り
ま
す
。
国
の
支
出
金
を
増
額
す

る
よ
う
要
望
も
し
て
い
ま
す
が
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
も
増
加
す
る
医
療
費
と

厳
し
い
国
保
財
政
の
中
で
の
今
回
の
改

定
に
、
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
(
改
定
後
は
M
I
①
の
と
お

り
で
す
)
。

□
4
0
歳
以
A
一
一
歳
未
満
の
方
は
、
介
護

保
険
料
が
加
わ
り
ま
す

介
護
保
険
の
費
川
は
、
5
0
%を
公
費
(

国
・
都
・
K
)
。
残
り
の
5
0
%を
保
険

料
で
賄
い
ま
す
。
保
険
料
は
第
1
吁
被

保
険
者
(
6
5歳
以
L
)
が
1
7
%、
第
2

号
被
保
険
者
(
4
0歳
以
h
6
5
歳
末
満
)

が
3
3
%を
負
担
し
ま
す
。
国
保
加
入
者

で
第
2
吋
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

は
、
基
礎
保
険
料
(
医
療
保
険
料
)
に

加
算
し

。括
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
J

竃
K

で
は
M
I

②
の
と
お
り
で

す

。

□
保
険
料
の
決
め
方

簾
礎
保
険
料
は

、
国
保
に
加
人
し
て

い
る
人
の
人
数
と
住
民
税
を
も
と
に

、

介
護
保
険
料
は
、
4
0
歳
以
L
6
5
歳
末
満

の
岡
保
加
人
者
の
人
数
と
住
民
税
を
も

と
に
針
算
し
ま
す
。
基
礎
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
(
訐
金
額
が
川
民
健
康
保

険
料
と
な
り
ま
す
。

問
先
9
資
格
賦

課
係

図1　 保険料 の計算式( 12 年 度)

①+②=あなたの世帯の1年間の保険料

①基礎保険料( 最高限 度額53万円)

※ 改定前=均等割額26, 100円、所得割料率187

②介護保険料( 最高限度額7万円、40歳以上65歳未満)

国
民
健
康
保
険
料
通
知
書
・

4
月
～
6
月
分
納
付
書
を

発
送
し
ま
し
た

通
知
潛
、
納
付
僭
を
4
月
1
4日
に
允

送
し
ま
し
た
。
今
回
通
知
し
た
保
険
料

の
年
間
金
額
は
、
1
2年
度
の
住
民
税
額

が
哨
疋
し
て
い
な
い
た
め
、
と
り
あ
え

ず
1
1年
度
の
住
民
税
額
で
仮
計
算
し
て

あ
り
ま
す
。
正
し
い
保
険
料
は
、
1
2年

度
抃
民
税
額
が
確
定
し
た
時
点
で
叫
計

算
し
ま
す
の
で
、
7
月
以
降
に
改
め
て

通
知
し
ま
す
。
保
険
料
の
軽
減
に
該
当

す
る
丗
W
へ
の
通
知
も
7
月
以
降
に
な

り
ま
す
の
で
、
4
月
～
6
川
分
保
険
料

は
今
回
お
送
り
し
た
納
付
書
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
團
限
は
毎

月
末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳
、

通
帳
印
を
お
持
ち
の
う
え
、金
融
機
関
、

閥
保
課
、区
民
喞
務
所
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
先
日
資
格
賦

課
係

※
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納
管

理
係
へ

も
う
1
枚
の
保
険
証
(
学
)

・
(
遠
)
の
保
険
証

家
族
の
・
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る
場

合
に
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と
分

け
て
別
に
お
波
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

マ
岳
(
学
生
川
)
の
保
険
証
…
お
r
さ

ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る

と
き
、
皀
帯
主
が
そ
の
方
の
生
活
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
濤
(
遠
隔
地
川
)
の
傑
険
砂
・・家
族

が
旅
行
・
出
恨
な
ど
で
1
ヵ
月
以
L

、
2
3

区
外
に
雌
れ
る
と
き
や
足
ひ
区
外
の

施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
く

は
お
悶
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

先
=
資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

(
3
8
8
0
)
5
1

1
1

㈹

へ

情
報
キ
ャ
ッ
チ
!
!

す
き
で
す
。
あ

だ
ち

区
提
供
番
組

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
な
の
足
ひ・コ
ミ

ユ
ニ
テ
″
チ
ャ
ン
ネ
ル
(
9
チ
ャ
ン
ネ

ル
)
で

、H
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た

「
好
き
で
す
。
あ
だ
ち
」
も
2
年
目
と

な
り
ま
し
た
「
新
キ
ャ
ス
タ
ー
に
小
野

崎
桂
さ
ん
を
迎
え
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ヴ
ブ
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
番
組
で
は
、
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
修

め
て
い
る
栗
原
北
小
学
校
新
聞

委
員
会
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
放
送
日
(
4
月
・
5
月
)
】

4
月
2
4日
～
3
0
1
:
1

5
月
1
5
日
～
2
1
日

※
以
後
は
隔
週
で
放
送
し
ま

す

【
放
送
時
間
】

①
午
前
9
時
3
0分

②
午
後
O
時
3
0分

③
午
後
6
時
3
0分

④
午
後
9
時
3
0分

問
先
=
広
報
課
報
道
・
映
像

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

「小野崎桂です。よろしくお願いします! 」

フ ァ ク ス ・ 音 声 情 報 サ ー ビ ス
区 政 情報 をお 好 きなと き に手 に入 れ、聞< こと ができ ます

専 用 電 話　3889- 3399
あだちカレンダー　5月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あ だち広報」は 毎月10日( 新聞折り 込み) と25日( 各戸 配布) に発 行し て
い ます。区民 事務 所や駅の広報スタン ドにも置い てあり ますので 、ご利 用く
ださい

学びの情報を電話でキャッチ! 　午前10時～午後5時

生涯学習情報ダイヤル 5813- 3736
あなたの探す講座やイベントを 、区内情報を中心に、いつ、どこ で開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用してい ます
Ya. K. N　279, 000


